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(57)【要約】
【課題】振動装置を制御する電子制御部を保護するカバ
ーを小型化可能な椅子を提供する。
【解決手段】椅子は、座部を有する椅子本体と、座部に
着座する着座者を覚醒させる覚醒機器とを備える。覚醒
機器は、着座者の身体信号を検出するセンサと、着座者
に振動刺激を加える振動モータ１３と、センサにより検
出した身体信号に基づいて振動モータ１３を制御するＥ
ＣＵ１２と、ＥＣＵ１２を保持する保持部材１１と、を
有する。保持部材１１は、ＥＣＵ１２を被覆するカバー
本体１１Ａと、カバー本体１１Ａと一体に形成され、Ｅ
ＣＵ１２が取り付けられるＥＣＵ取付部１１Ｂと、保持
部材１１を椅子本体に取り付けるための保持部材取付部
１１Ｃと、を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　座部を有する椅子本体と、前記座部に着座する着座者を覚醒させる覚醒機器とを備える
椅子であって、
　前記覚醒機器は、
　前記着座者の身体信号を検出するセンサと、
　前記着座者に振動刺激を加える振動装置と、
　前記センサにより検出した身体信号に基づいて前記振動装置を制御する電子制御部と、
　前記電子制御部を保持する保持部材と、を有し、
　前記保持部材は、
　前記電子制御部を被覆するカバー本体と、
　前記カバー本体と一体に形成され、前記電子制御部が取り付けられる電子制御部取付部
と、
　前記保持部材を前記椅子本体に取り付けるための保持部材取付部と、を有することを特
徴とする椅子。
【請求項２】
　前記カバー本体は、前記椅子本体側に凹んだ凹部を有し、
　前記電子制御部取付部は、前記凹部のうち、前記椅子本体と対向する面側に設けられる
ことを特徴とする請求項１に記載の椅子。
【請求項３】
　前記覚醒機器に電力を供給する電源部を有し、
　前記電源部は、前記凹部のうち、前記椅子本体と対向する面の裏面側に配置されること
を特徴とする請求項２に記載の椅子。
【請求項４】
　前記電子制御部取付部は、前記凹部のうち前記椅子本体と対向する面から、前記椅子本
体側に突出する第１の突出部と第２の突出部を有し、
　前記第１の突出部と前記第２の突出部に取り付けられる前記電子制御部と、前記凹部の
うち前記椅子本体と対向する面とが離間していることを特徴とする請求項２又は３に記載
の椅子。
【請求項５】
　前記第１の突出部と前記第２の突出部は、前記電子制御部の対角に配されることを特徴
とする請求項４に記載の椅子。
【請求項６】
　前記凹部のうち前記椅子本体と対向する面に貫通孔を形成したことを特徴とする請求項
２乃至５のいずれかに記載の椅子。
【請求項７】
　前記保持部材は、
　前記振動装置が取り付けられる振動装置取付部と、
　前記振動装置取付部に取り付けられる前記振動装置の露出部分を被覆する振動装置カバ
ー部材と、を有し、
　前記振動装置カバー部材の前記椅子本体側の端部が、前記電子制御部に比べて、前記椅
子本体側に近いことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の椅子。
【請求項８】
　前記保持部材取付部は、前記カバー本体から延出するフランジとして構成され、
　前記保持部材取付部と、前記カバー本体とを連結する少なくとも１つのリブを有するこ
とを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の椅子。
【請求項９】
　前記リブの表面を延出させた平面と、前記振動装置の少なくとも一部が重なることを特
徴とする請求項８に記載の椅子。
【請求項１０】
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　前記電子制御部は、無線通信端末と無線通信を行う無線通信部を有することを特徴とす
る請求項１乃至９のいずれかに記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着座者に振動刺激を付与する覚醒機器を装備した椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　着座者に対して振動刺激を付与する機能を備えた椅子が知られている。例えば、特許文
献１に記載の椅子においては、振動モータを座部に埋設し、背もたれ部に設けられた受信
部で駆動信号を受信した場合に振動モータを動作させるようにしている。
【０００３】
　特許文献１に記載のように振動モータを座部に埋設すると、着座感を損なう虞がある。
そこで、特許文献２に記載のように、振動モータを座部の裏面側に取り付けた椅子も提案
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－３２２９３８号公報
【特許文献２】特開平６－２５３９５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、着座者の身体の状態をセンサにより検出し、その状態に応じて着座者に振動
刺激を与えるには、センサにより検出された信号に基づいて振動モータを制御する電子制
御部（ＥＣＵ）が用いられる。椅子の軽量化のためにも、こうした電子制御部を衝撃から
保護するカバーを、少ない部品点数で実現することが課題となっている。
【０００６】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、振動装置を制御する
電子制御部を保護するカバーの構成部品点数を削減した椅子を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題は、座部を有する椅子本体と、前記座部に着座する着座者を覚醒させる覚醒
機器とを備える椅子であって、前記覚醒機器は、前記着座者の身体信号を検出するセンサ
と、前記着座者に振動刺激を加える振動装置と、前記センサにより検出した身体信号に基
づいて前記振動装置を制御する電子制御部と、前記電子制御部を保持する保持部材と、を
有し、前記保持部材は、前記電子制御部を被覆するカバー本体と、前記カバー本体と一体
に形成され、前記電子制御部が取り付けられる電子制御部取付部と、前記保持部材を前記
椅子本体に取り付けるための保持部材取付部と、を有することを特徴とする椅子により解
決される。
【０００８】
　上記の椅子によれば、振動装置を制御する電子制御部を保護することができる。また、
電子制御部を椅子本体に取り付けるための保持部材の構成部品点数を削減できる。これに
より、保持部材を小型化できる。
【０００９】
　上記の椅子において、前記カバー本体は、前記椅子本体側に凹んだ凹部を有し、前記電
子制御部取付部は、前記凹部のうち、前記椅子本体と対向する面側に設けられることとし
てよい。
　こうすることで、電子制御部を椅子本体と凹部の間に保持し、電子制御部を外部の衝撃
から保護できる。
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【００１０】
　上記の椅子において、前記覚醒機器に電力を供給する電源部を有し、前記電源部は、前
記凹部のうち、前記椅子本体と対向する面の裏面側に配置されることとしてよい。
　こうすることで、内部電源により覚醒機器を動作させることができる。これにより、椅
子の設置自由度を向上できる。
【００１１】
　上記の椅子において、前記電子制御部取付部は、前記凹部のうち前記椅子本体と対向す
る面から、前記椅子本体側に突出する第１の突出部と第２の突出部を有し、前記第１の突
出部と前記第２の突出部に取り付けられる前記電子制御部と、前記凹部のうち前記椅子本
体と対向する面とが離間していることとしてよい。
　こうすることで、電子制御部の放熱性を高めることができる。
【００１２】
　上記の椅子において、前記第１の突出部と前記第２の突出部は、前記電子制御部の対角
に配されることとしてよい。
　こうすることで、電子制御部の取り付けを安定させることができる。
【００１３】
　上記の椅子において、前記凹部のうち前記椅子本体と対向する面に貫通孔を形成したこ
ととしてよい。
　こうすることで、電子制御部の放熱性を高めることができる。また、貫通孔から覚醒機
器の内部を確認することができる。
【００１４】
　上記の椅子において、前記保持部材は、前記振動装置が取り付けられる振動装置取付部
と、前記振動装置取付部に取り付けられる前記振動装置の露出部分を被覆する振動装置カ
バー部材と、を有し、前記振動装置カバー部材の前記椅子本体側の端部が、前記電子制御
部に比べて、前記椅子本体側に近いこととしてよい。
　こうすることで、椅子本体側からの衝撃を振動装置カバー部材が受け、電子制御部を保
護できる。
【００１５】
　上記の椅子において、前記保持部材取付部は、前記カバー本体から延出するフランジと
して構成され、前記保持部材取付部と、前記カバー本体とを連結する少なくとも１つのリ
ブを有することとしてよい。
　こうすることで、保持部材の強度を向上させることができる。
【００１６】
　上記の椅子において、前記リブの表面を延出させた平面と、前記振動装置の少なくとも
一部が重なることとしてよい。
　こうすることで、振動装置からの振動を、リブを介して椅子本体に効率良く伝達するこ
とができる。
【００１７】
　上記の椅子において、前記電子制御部は、無線通信端末と無線通信を行う無線通信部を
有することとしてよい。
　こうすることで、無線通信機能を備える電子制御部を椅子本体に取り付けるための保持
部材の構成部品点数を削減することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、振動装置を制御する電子制御部を保護するカバーの構成部品点数を削
減できる。
【００１９】
　本発明の一態様によれば、電子制御部を椅子本体と凹部の間に保持し、電子制御部を外
部の衝撃から保護できる。
【００２０】



(5) JP 2017-196383 A 2017.11.2

10

20

30

40

50

　本発明の一態様によれば、椅子の設置自由度を向上できる。
【００２１】
　本発明の一態様によれば、電子制御部の放熱性を高めることができる。
【００２２】
　本発明の一態様によれば、電子制御部の取り付けを安定させることができる。
【００２３】
　本発明の一態様によれば、貫通孔から覚醒機器の内部を確認することができる。
【００２４】
　本発明の一態様によれば、椅子本体側からの衝撃を振動装置カバー部材が受け、電子制
御部を保護できる。
【００２５】
　本発明の一態様によれば、保持部材の強度を向上させることができる。
【００２６】
　本発明の一態様によれば、振動装置からの振動を、リブを介して椅子本体に効率良く伝
達することができる。
【００２７】
　本発明の一態様によれば、無線通信機能を備える電子制御部を椅子本体に取り付けるた
めの保持部材の構成部品点数を削減できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本実施形態に係る椅子の外観を示す斜視図である。
【図２】座部の下面を示す下側斜視図である。
【図３】図１におけるIII-III断面図である。
【図４】覚醒機器を構成するメインユニットの斜視図である。
【図５】メインユニットの分解斜視図である。
【図６】メインユニットの上面図である。
【図７】ＥＣＵを外した状態のメインユニットの上面図である。
【図８】図６のVIII-VIII断面図である。
【図９】メインユニットの側面図である。
【図１０】第１の変形例に係る椅子の椅子本体部分に関する上面図である。
【図１１】第２の変形例に係る椅子の背もたれ部の後面図である。
【図１２】第３の変形例に係る椅子の正面図である。
【図１３】第３の変形例に係る椅子の下面図である。
【図１４】第４の変形例に係る椅子の下面図である。
【図１５】第５の変形例に係る椅子の座部の分解斜視図である。
【図１６】第５の変形例に係る椅子のパッド材の上面図である。
【図１７】図１５のXVI-XVI断面図である。
【図１８】生体センサと伝送路の部分拡大図である。
【図１９】変形例に係るメインユニットの上方斜視図である。
【図２０】変形例に係るメインユニットの下方斜視図である。
【図２１】変形例に係るメインユニットの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図１乃至図２１を参照しながら、本発明の実施の形態（以下、本実施形態）に係
る振動機能を備える椅子Ｓについて説明する。なお、以下に説明する実施形態は、本発明
の理解を容易にするための一例に過ぎず、本発明を限定するものではない。すなわち、以
下に説明する部材の形状、寸法、配置等については、本発明の趣旨を逸脱することなく、
変更、改良され得るとともに、本発明にはその等価物が含まれることは勿論である。
【００３０】
　以下、本実施形態に係る椅子Ｓについて、図１乃至図９を参照しながら説明する。なお
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、以下において、前後、左右、上下の各方向は、椅子Ｓの着座者から見た各方向と一致す
ることとする。
【００３１】
［椅子Ｓの全体構成について］
　まず、図１及び図２に基づいて、椅子Ｓの主な構成について説明する。ここで、図１は
、本実施形態に係る椅子Ｓの外観図、図２は椅子Ｓを構成する座部Ｓ１の下面を示す下側
斜視図である。
【００３２】
　図１に示されるように、椅子Ｓは、主に、座部Ｓ１、背もたれ部Ｓ２、支柱Ｓ３、脚部
Ｓ４、キャスターＳ５、及び覚醒機器Ｄを備える。
【００３３】
　座部Ｓ１は、着座者の臀部を支持する座面を構成する部材である。背もたれ部Ｓ２は座
部Ｓ１と連結し、着座者の腰部、背部を支持する背もたれ面を構成する部材である。なお
、本実施形態においては、座部Ｓ１と背もたれ部Ｓ２からなる部分を椅子本体Ｂとする。
【００３４】
　支柱Ｓ３は、座部Ｓ１の下面に取り付けられており、座部Ｓ１を支持する部材である。
脚部Ｓ４は、支柱Ｓ３の下部に取り付けられ、支柱Ｓ３を支持する部材である。また、脚
部Ｓ４の各脚の先端部には、椅子Ｓの移動を容易とするために、キャスターＳ５が取り付
けられている。
【００３５】
　覚醒機器Ｄは、メインユニット１０、着座者の身体信号を検出する生体センサ３０、生
体センサ３０の検出信号をメインユニット１０に伝送するためのハーネス３１を備える。
メインユニット１０は、生体センサ３０による検出信号に基づいて着座者に振動刺激を与
える主要機能を有するとともに、無線通信端末２と無線通信する機能も有している。なお
、本実施形態では、生体センサ３０は、着座者を支持する圧力の変化によって着座者の呼
吸に関する情報を検出する呼吸センサを用いる例を示しているが、これ以外にも心拍セン
サ、体温センサ等を用いてもよい。
【００３６】
　無線通信端末２は、タブレット端末、携帯端末（スマートフォンを含む）、パーソナル
コンピュータ等のコンピュータであり、メインユニット１０と双方向の無線通信をするこ
とにより、メインユニット１０から情報を取得したり、メインユニット１０を制御したり
することが可能となっている。
【００３７】
　ここで、図２及び図３に示されるように、メインユニット１０は、座部Ｓ１の下面に取
り付けられる。図２に示されるように、座部Ｓ１の下面を構成する樹脂プレート４０のう
ち、支柱Ｓ３の連結部分よりも前方において、メインユニット１０のカバー部材となる保
持部材１１が取り付けられている。ここで、保持部材１１の下面中央部にはメインユニッ
ト１０の電源となる乾電池を取り付けるために着脱可能に設けられた電池カバー２１が設
けられており、保持部材１１の下面の四隅に設けられた通し孔１５にタッピングネジ（締
結部材）を挿通して締結することで、メインユニット１０が座部Ｓ１の下面に取り付けら
れる。
【００３８】
　また、図３に示されるように、座部Ｓ１を構成するパッド部４１の上面には、生体セン
サ３０が配置されている。生体センサ３０に接続するハーネス３１は、ウレタン等のクッ
ション材からなるパッド部４１に形成されたガイド孔４２、及び樹脂プレート４０に形成
された抜き孔４３を通じて、メインユニット１０に接続している。
【００３９】
［メインユニット１０について］
　次に、図４乃至図９に基づいて、覚醒機器Ｄを構成するメインユニット１０の詳細につ
いて説明する。図４は、メインユニット１０を椅子Ｓから取り外した状態におけるメイン
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ユニット１０の斜視図であり、図５は、メインユニット１０の分解斜視図である。図６は
、メインユニット１０の上面図であり、図７は、メインユニット１０からＥＣＵ１２を外
した状態におけるメインユニット１０の上面図である。図８は、図６のVIII-VIII断面図
であり、図９は、メインユニット１０の側面図である。
【００４０】
　図４及び図５に示されるように、メインユニット１０は主に、ＥＣＵ１２（電子制御部
）、振動モータ１３、ＥＣＵ１２及び振動モータ１３を内部に収容した状態で保持する保
持部材１１を備える。
【００４１】
　保持部材１１は、カバー本体１１Ａ、ＥＣＵ取付部１１Ｂ、保持部材取付部１１Ｃ、振
動モータ取付部１１Ｄを備える。保持部材１１は、例えば樹脂材料で形成される。
【００４２】
　カバー本体１１Ａは、上方が開放された鉛直断面が略Ｕ字形状に形成され、覚醒機器Ｄ
の筐体として機能する。また、カバー本体１１Ａの下面部においては、内方に凹む凹部１
７が設けられている。凹部１７の側壁には電池端部プレート２０が取り付けられ、電池端
部プレート２０に対向する向きに電極を配した状態で凹部１７内に乾電池２３が収容され
る。なお、乾電池２３は、ＥＣＵ１２及び振動モータ１３の電源として機能するものであ
る。また、電池カバー２１は、凹部１７の下方側の開口と係合し、凹部１７に収容した乾
電池２３を被覆する部材である。なお、電池カバー２１を取り外すことで、乾電池２３を
露出させることができるため、乾電池２３の交換を容易に行うことができる。
【００４３】
　凹部１７の座部Ｓ１側の面上には、ＥＣＵ取付部１１Ｂ（第１取付部１１Ｂａ及び第２
取付部１１Ｂｂ）と、ＥＣＵ支持部１９が座部Ｓ１側に突出する形状に形成されている。
ＥＣＵ取付部１１Ｂ及びＥＣＵ支持部１９はそれぞれ、カバー本体１１Ａと一体に形成さ
れ、ＥＣＵ１２を支持する部材である。また、ＥＣＵ取付部１１Ｂの中心部には固定ネジ
１８と螺合するネジ穴が形成されている。ＥＣＵ取付部１１ＢとＥＣＵ支持部１９の周囲
にはそれぞれリブが形成されており、これによりＥＣＵ取付部１１ＢとＥＣＵ支持部１９
の強度を高めている。
【００４４】
　また、図５に示されるように、ＥＣＵ１２の基板の四隅のうち一方の対角上にネジ挿通
孔１２Ｂが形成され、他方の対角上に支持部挿通孔１２Ｃが形成される。そして、ＥＣＵ
１２のネジ挿通孔１２ＢとＥＣＵ取付部１１Ｂとを対向させると共に、支持部挿通孔１２
ＣとＥＣＵ支持部１９とを対向させるように配置した状態で、ＥＣＵ取付部１１Ｂの上部
に形成されたネジ穴に固定ネジ１８を螺合させることで、ＥＣＵ１２を保持部材１１に対
して取り付けることができる。
【００４５】
　ここで、ＥＣＵ１２と凹部１７は離間しており、このようにＥＣＵ１２と凹部１７との
間に空間を設けることにより、ＥＣＵ１２の放熱性を高めることができる。
【００４６】
　また、図７に示すように、凹部１７の上面中央部には貫通孔１７Ａが形成されており、
これにより、ＥＣＵ１２からの排熱を逃がす構造となっているため、より放熱性を高める
ことができる。また、貫通孔１７Ａを通じて、メインユニット１０の内部、又は乾電池２
３の取り付け状態を確認することができる。
【００４７】
　また、カバー本体１１Ａには、カバー本体１１Ａの内面と、凹部１７とを連結する複数
のリブ２２が形成されており、これらのリブ２２によりカバー本体１１Ａの剛性を向上さ
せることができる。
【００４８】
　保持部材取付部１１Ｃは、メインユニット１０を座部Ｓ１に取り付けるための部分であ
り、カバー本体１１Ａの両側に延出したフランジとして形成される。保持部材取付部１１
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Ｃには、複数の通し孔１５が形成されており、それぞれの通し孔１５にタッピングねじが
通されて座部Ｓ１の下面に保持部材取付部１１Ｃが固定される。これにより、メインユニ
ット１０が座部Ｓ１の下側に取り付けられる。
【００４９】
　振動モータ取付部１１Ｄは、振動モータ１３が取り付けられ、振動モータ１３が収容さ
れる収容溝を有する。振動モータ１３は、本発明に係る振動装置に相当し、ＥＣＵ１２か
ら受信した制御信号に基づいて駆動と停止が切り替えられる。例えば、振動モータ１３に
は、アンバランスマス型のモータを用いることしてよい。
【００５０】
　図８に示すように、振動モータ１３は収容溝に収容された状態で、上部に振動モータカ
バー部材１４が配され、振動モータカバー部材１４により振動モータ１３の上面が被覆さ
れる。また、振動モータ取付部１１Ｄと振動モータカバー部材１４により振動モータ１３
の上下を挟み込むようにしたことで、駆動状態においても振動モータ１３の位置ずれを抑
制することができる。
【００５１】
　また、図８に示すように、振動モータカバー部材１４の上端部、すなわち座部Ｓ１側の
端部は、ＥＣＵ１２よりも座部Ｓ１に近い位置となっている。これにより、座部Ｓ１側又
は保持部材１１の下面側からの衝撃を受けた場合においても、座部Ｓ１の下面を構成する
樹脂プレート４０に対し、ＥＣＵ１２よりも先に振動モータカバー部材１４が当接しやす
くなるため、ＥＣＵ１２の上部に保護部材を設けなくとも、ＥＣＵ１２を好適に保護可能
となる。このように、ＥＣＵ１２の上部に保護部材を設けることを要しないことで、メイ
ンユニット１０の構成部品点数を削減することができる。
【００５２】
　なお、ＥＣＵ１２は、覚醒機器Ｄを制御する制御装置であり、本実施形態においては、
生体センサ３０により検出された呼吸の間隔を示すデジタル信号に変換された電位差信号
を基に、振動モータ１３を駆動制御する機能を有する。また、ＥＣＵ１２は、演算制御用
のＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭと共に、無線通信を行う無線通信部１２Ａを有しており、無線
通信部１２Ａにより無線通信端末２と双方向通信が可能となっている。そして、無線通信
端末２から受信する制御信号（駆動信号、停止信号等）に基づいて、ＥＣＵ１２は、振動
モータ１３の動作を制御することとしてよい。
【００５３】
　なお具体的には、ＥＣＵ１２に入力される信号は、信号処理回路によってデジタル信号
に変換された電位差信号であり、出力されるものは、振動モータ１３を駆動するための電
力である。ＲＡＭは、演算制御中の信号及び入出力される信号を含むパラメータを一時記
憶するもので、デジタル信号に変換された電位差信号その他の信号を格納する格納部とし
て機能する。
【００５４】
　ＲＯＭは、ＣＰＵが実行するプログラム及び所定のパラメータを記憶するものであり、
上記プログラムには、例えば、所定の基準値を設定するための設定プログラム、基準値に
基づき覚醒状態を判定するための判定プログラム、及び振動モータ１３を駆動するための
駆動プログラム等が含まれる。
【００５５】
　ここでＥＣＵ１２は、ＣＰＵの指示に応じて電力を供給することにより振動モータ１３
を駆動する機能を有する。このＣＰＵの指示信号は、生体センサ３０（呼吸センサ）から
の信号を演算することにより生成される。つまり、ＣＰＵは、生体センサ３０から送信さ
れる信号に基づいて、着座者の覚醒状態を判断し、低覚醒状態（すなわち覚醒状態ではな
い）と判断した場合に、振動モータ１３を駆動するための信号を振動モータ１３に出力す
る。これにより、着座者が低覚醒状態にある場合に、振動刺激を与えることで、覚醒状態
に回復、又は覚醒状態を維持しやすくなる。
【００５６】
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　また、図９に示されるように、カバー本体１１Ａの外面において、カバー本体１１Ａと
保持部材取付部１１Ｃとを接続するリブ１６が複数形成されている。これにより、保持部
材１１の剛性を高めることができる。また、図９に示されるように、少なくとも１つのリ
ブ１６の表面を延出させた平面が振動モータ１３と重なるようになっている。換言すれば
、メインユニット１０の側面視において、振動モータ１３と前後方向において重なる位置
にあるリブ１６が少なくとも１つ存在し、このように構成することにより振動モータ１３
からの振動を、保持部材取付部１１Ｃを介して、座部Ｓ１に効率良く伝達可能となってい
る。
【００５７】
　本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。以下に
おいては、上記の実施形態に係る椅子Ｓの変形例について説明する。
【００５８】
［第１の変形例］
　図１０に基づいて、第１の変形例について説明する。図１０は、生体センサ３０の配置
を示す、座部Ｓ１の模式的な上面図である。図１０に示されるように、第１の変形例にお
いては、生体センサ３０を座部Ｓ１に支柱Ｓ３を跨いで複数設けた点で上記の実施形態と
相違する。
【００５９】
　生体センサ３０の検出感度や耐圧能力によっては、着座者の荷重が最も加わる位置を避
けて、着座者の呼吸の際に着座者から加わる圧力の変動が大きい部位に、生体センサ３０
を配置する方が身体信号を好適に検出できる場合がある。このような場合を想定すると、
着座者が座部Ｓ１に浅く（座部Ｓ１の前側に）着座しているとき、つまり、上記の最大荷
重領域が支柱Ｓ３よりも前側に位置するときには、生体センサ３０は、支柱Ｓ３の中心よ
りも後ろ側に配置されていると身体信号を好適に検出できる。
【００６０】
　一方、着座者が座部Ｓ１に深く（座部Ｓ１の後ろ側に）着座しているとき、つまり、上
記の最大荷重領域が支柱Ｓ３よりも後ろ側に位置するときには、生体センサ３０は、支柱
Ｓ３よりも前側に配置されていると身体信号を好適に検出できる。
【００６１】
　そして、両方の姿勢を取る着座者を想定する場合に、支柱Ｓ３の中心に対して前側と後
ろ側の両側に複数の生体センサ３０を配置すると好ましい。
【００６２】
［第２の変形例］
　次に、図１１に基づいて、第２の変形例について説明する。第２の変形例においては、
メインユニット１０を座部Ｓ１ではなく、背もたれ部Ｓ２の後面に取り付けた点で上記の
実施形態と相違する。
【００６３】
　図１１には、メインユニット１０を取り付けた背もたれ部Ｓ２の後面を示した。図１１
に示されるように、メインユニット１０は、保持部材取付部１１Ｃを固定ネジ５０によっ
て背もたれ部Ｓ２の後面部に取り付けている。
【００６４】
　このように、振動モータ１３を備えるメインユニット１０を背もたれ部Ｓ２の後面に取
り付けることで、背もたれ部Ｓ２を振動させ、着座者の上体に振動を伝達させることがで
きるため、着座者の覚醒効果を高めることができる。
【００６５】
　さらに、背もたれ部Ｓ２の下部は着座者の腰部に対向することが多く、着座者の腰部は
姿勢によって離れることが少ない。このため、メインユニット１０を背もたれ部Ｓ２の下
部に取り付けることで、着座者の腰部に安定して刺激を伝播させることが可能となり覚醒
効果を向上させることができる。
【００６６】
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［第３の変形例］
　次に、図１２及び図１３に基づいて、第３の実施例について説明する。第３の実施例に
おいては、アームレストＳ６を備えたアームレスト付椅子Ｓａにメインユニット１０を取
り付けた点で上記の実施形態と相違する。
【００６７】
　図１２は、アームレストＳ６を備えるアームレスト付椅子Ｓａの模式的な正面図であり
、図１３は、アームレスト付椅子Ｓａの模式的な下面図である。図１２に示されるように
、アームレストＳ６は、座部Ｓ１の両サイドに取り付けられている。また、図１３に示さ
れるように、アームレストＳ６を座部Ｓ１の下面部に取り付けるためのアームレスト取付
部６０は、前後方向においてメインユニット１０と重なる位置となるように、座部Ｓ１の
下面部に取り付けられることとしてよい。
【００６８】
［第４の変形例］
　次に、図１４に基づいて、第４の実施例について説明する。第４の実施例においては、
アームレストＳ６のアームレスト取付部６０の取付位置において上記の第３の実施例と相
違する。すなわち、図１４に示されるように、アームレストＳ６を座部Ｓ１の下面部に取
り付けるためのアームレスト取付部６０は、前後方向においてメインユニット１０と重な
らない位置となるように、座部Ｓ１の下面部に取り付けられることとしてよい。
【００６９】
［第５の変形例］
　次に、図１５乃至図２１に基づいて、第５の実施例について説明する。
【００７０】
　図１５は、第５の実施例に係る椅子Ｓの座部Ｓ１の構成についての説明図であり、座部
Ｓ１をその構成部品に分解した図である。
　図１５に示されるように、座部Ｓ１は、樹脂フレーム５９Ｂの上にパッド材５４を載置
し、このパッド材５４を表皮材５９Ａで覆うことによって構成されている。樹脂フレーム
５９Ｂは、パッド材５４を下方から支えるのに十分なサイズを有する。
【００７１】
　パッド材５４と表皮材５９Ａの間には生体センサ３０Ａの主要部品が配置されるととも
に、生体センサ３０Ａの下方に延びる配線がパッド材５４に形成された貫通スリット５６
、樹脂フレーム５９Ｂの貫通孔を通じて、座部Ｓ１の下側に取り付けられるメインユニッ
ト６１に接続されている。
【００７２】
　以下、図１６乃至図１８を参照しながら、生体センサ３０Ａ及び生体センサ３０の取付
構造について説明する。
【００７３】
　図１６は、表皮材５９Ａを取り外した状態における座部Ｓ１の上面図を示した。
　図１６に示されるように、パッド材５４の上には生体センサ３０Ａが設けられる。生体
センサ３０Ａは、着座者の身体信号を検出するデバイスであり、検出部５５、第１伝送路
５１、第２伝送路５２、接続部５３を備える。
【００７４】
　検出部５５は、パッド材５４の中央部の４箇所に設けられる圧力センサである。
　第１伝送路５１は、４つの検出部５５にそれぞれ接続し、検出部５５において検知され
た信号を伝送する配線である。
　第２伝送路５２は、メインユニット１０のＥＣＵ１２に接続し、検出部５５で検知され
た信号をＥＣＵ１２に入力する配線である。
　接続部５３は、第１伝送路５１及び第２伝送路５２を接続する伝送路であり、第１伝送
路５１と第２伝送路５２に対して幅が広い平板状の伝送路となっている。図１６に示す例
では、接続部５３は第１伝送路５１との連結部に対して、第２伝送路５２との連結部の幅
が狭くなっている。具体的には、接続部５３の第２伝送路５２との連結部は、第２伝送路
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５２側が細くなるテーパー形状をなしている。
【００７５】
　図１６及び図１７に示されるように、パッド材５４の前後方向中央部５７よりも前方に
は、貫通スリット５６を厚み方向に貫通する貫通スリット５６が形成されている。
　ここで、前後方向中央部５７は、座部Ｓ１の両サイドに設けられるフレーム部材５８と
前後方向において重なる位置にある。すなわち、検出部５５及び第１伝送路５１は、座部
Ｓ１の両サイドに設けられるフレーム部材５８と前後方向において重なる位置にある。
　また、貫通スリット５６は、後方上部から前方下部に向けて傾斜している。すなわち、
貫通スリット５６の上端部５６Ａは、貫通スリット５６の下端部５６Ｂよりも後方に位置
している。
【００７６】
　貫通スリット５６には、平板状の接続部５３が配置されており、接続部５３の上面及び
下面は、パッド材５４に当接した状態で配置されている。
　このように、接続部５３が、パッド材５４に接した状態で配置されることで、座部Ｓ１
のクッション性を損なうことを抑制できる。
　また、パッド材５４内において接続部５３の配置スペースをコンパクトにできる。
　更に、貫通スリット５６は前後方向中央部５７、すなわち乗員の臀部を支持する部位よ
り前方に設けられているため、貫通スリット５６を設けた場合においても着座感を損なう
ことを抑制できる。
【００７７】
　貫通スリット５６の下端には、第２伝送路５２が接続されており、第２伝送路５２は、
座部Ｓ１のフレームの穴を通じてメインユニット１０に接続している。
【００７８】
　図１８には、生体センサ３０Ａの構成を示した。図１８に示されるように、４つの検出
部５５ごとに対応する第１伝送路５１が接続されている。更に、それぞれの第１伝送路５
１には、接続部５３の対応する伝送路５３Ａが接続されている。
　ここで、接続部５３のそれぞれの伝送路５３Ａは、接続部５３に沿った平面上に離間し
て配置されている。このように構成することにより、接続部５３の厚みを薄くし、貫通ス
リット５６において上下のパッド材５４に接した状態で配置可能となる。
　そして、各伝送路５３Ａは、第２伝送路５２で束ねられて、メインユニット１０のＥＣ
Ｕ１２に接続される。
【００７９】
　次に、図１９乃至図２１に基づいて変形例に係るメインユニット６１の構成について説
明する。
　図１９は、メインユニット６１を上方から見た図である。図２０は、メインユニット６
１を下方から見た図である。図２１は、メインユニット６１の組み立て図である。
【００８０】
　メインユニット６１は、図１９に図示した外観を有し、座部Ｓ１の下部に取り付けられ
る。メインユニット６１は、着座者に対して物理的刺激としての振動を付与することによ
り、着座者の覚醒度合いを高める機構である。メインユニット６１の具体的な構成につい
て説明すると、メインユニット６１は、図１９、図２０及び図２１に示すように、振動付
与装置６２と、ＥＣＵ７０と、バッテリ７２と、保持器８０と、を有する。
【００８１】
　振動付与装置６２は、着座者の覚醒度合いを高めるために振動付与動作（所定の動作に
相当）を行う。この振動付与装置６２は、アンバランスマス型のモータからなり、図２１
に示すように、モータ６３と、モータ６３の回転軸に取り付けられた半円柱状の回転子６
４とによって構成されている。そして、モータ６３が起動して回転子６４が回転すること
で、座部Ｓ１の周期的な振動が発生する。この振動は、保持器８０や取り付けブラケット
を介して座部Ｓ１に伝達され、最終的に座部Ｓ１に着座している着座者に到達する。
【００８２】
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　ＥＣＵ７０は、制御機構に相当し、振動付与装置６２を制御する。より詳しく説明する
と、ＥＣＵ７０は、制御基板からなり、ターミナル端子７１を介して検出部５５から延出
した導線の末端部に接続されている。ＥＣＵ７０は、検出部５５から出力された信号（す
なわち、着座圧の計測結果）を受信し、当該信号に基づいて着座者の現在の覚醒度合いを
演算する処理を実行する。そして、ＥＣＵ７０は、演算した覚醒度合いに応じた強度及び
頻度にて振動が発生するように振動付与装置６２を制御する。つまり、ＥＣＵ７０は、検
出部５５の計測結果に応じて振動付与装置６２を制御する。
【００８３】
　ちなみに、着座圧の計測結果に基づいて着座者の覚醒度合いを判定する方法としては、
公知の判定方法が利用可能である。例えば、検出部５５の計測結果から着座圧の周期的変
化を示す波形を特定し、当該波形の周期（分かり易くは、上記波形においてピークが出現
する間隔）の長さから着座者の覚醒度合いを判定することができる。
【００８４】
　なお、ターミナル端子７１は、図１９に示すように、ＥＣＵ７０の前端部に設けられて
いる。つまり、検出部５５から延出した導線の末端部は、ＥＣＵ７０の前側からＥＣＵ７
０に向けて引き込まれてターミナル端子７１に接続されている。
【００８５】
　バッテリ７２は、振動付与装置６２及びＥＣＵ７０に電力を供給する機器である。なお
、本実施形態に係るバッテリ７２は、図２１に図示のように略直方体の外観形状をなして
いる。保持器８０は、振動付与装置６２、ＥＣＵ７０及びバッテリ７２を保持する容器（
ケース）であり、図２１に図示した外観を有する。以下、保持器８０の構成について詳し
く説明する。
【００８６】
　保持器８０は、略舟形状に成形された樹脂製容器であり、上端には開口を有する。この
開口は、保持器８０の前端の上方部分にまで至っている。また、保持器８０の底壁の下部
には、当該底壁の下面が略直方体状に窪んで形成されたバッテリ収容スペース（不図示）
が設けられている。このバッテリ収容スペース内にバッテリ７２が嵌め込まれ、ビス等に
よってバッテリ７２が保持器８０の底壁に固定される。これにより、図２０に示すように
、バッテリ７２が保持器８０の底壁に保持されるようになる。
【００８７】
　保持器８０は、底壁の周りに側壁８０ａを有している。この側壁８０ａは、保持器８０
の底壁を取り囲むように設けられている。そして、保持器８０において側壁８０ａと底壁
によって囲まれる空間（以下、保持器８０の内部空間）には、図２１に示すように、振動
付与装置６２及びＥＣＵ７０が保持（収容）される。具体的に説明すると、保持器８０の
内部空間のうち、後側に位置する領域には複数のボス８１が設けられている。ボス８１は
、ＥＣＵ７０をビス止めするために設けられたものであり、ＥＣＵ７０をなす略矩形状の
制御基板の角部に対応する位置に４つ設けられている。そして、図２１に示すように、保
持器８０の内部空間の後方部分にＥＣＵ７０が収容され、ＥＣＵ７０の角部に形成された
ビス止め孔にビスが挿入され、当該ビスがボス８１に締結される。これにより、ＥＣＵ７
０は、保持器８０の内部空間に収められた状態で、保持器８０に保持されるようになる。
【００８８】
　なお、保持器８０の内部空間では、図１９に示すように、ＥＣＵ７０が保持器８０の底
壁において、上述したバッテリ収容スペースを形成するために略直方体状に盛り上がった
部分よりも上方に保持されている。
【００８９】
　保持器８０の内部空間のうち、前側に位置する領域にはモータ保持部８２が設けられて
いる。このモータ保持部８２は、底壁から立ちあがった一対の垂直壁と、それぞれの垂直
壁に対して直交するように設けられた一対の直交壁とを有する。そして、垂直壁と直交壁
とによって囲まれる格子状のスペース内に振動付与装置６２のモータ６３が嵌まり込まれ
る。その後、モータ６３の外表面に図２１に図示の押さえ板８３が係合される。さらに、
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押さえ板８３は、保持器８０の所定部分（厳密には、保持器８０の底壁において、上述し
たバッテリ収容スペースを形成するために略直方体状に盛り上がった部分）に固定される
。これにより、モータ６３を含む振動付与装置６２が押さえ板８３によってモータ保持部
８２に押さえ付けられた状態でモータ保持部８２に保持されるようになる。
【００９０】
　上述のように、保持器８０は、振動付与装置６２、ＥＣＵ７０及びバッテリを保持する
ように構成されている。これにより、本実施形態では、上記３つの機器に対して保持器を
個別に設ける構成と比較して、部品点数（保持器の個数）がより少なくなっている。
【００９１】
　以上説明した本発明に係る椅子の一態様は以下の通りである。
　（１）着座者が着座する座部と、
　前記着座者の身体信号を検出する検出部と、
　前記検出部に接続され、前記身体信号を伝送する第１伝送路と、
　前記身体信号に基づく制御を実行する電子制御部に接続され、前記身体信号を前記電子
制御部に入力する第２伝送路と、
　前記第１伝送路と前記第２伝送路とを接続する接続部と、を備え、
　前記接続部は、前記座部に設けられるパッド材に形成された、厚み方向に貫通する貫通
スリット内に配置され、
　前記貫通スリットの上端と下端の位置は、前記座部の面内方向でずれており、
　前記接続部の上面と下面はそれぞれ、前記貫通スリット内の前記パッド材の少なくとも
一部に当接することを特徴とする椅子。
　（１）に記載の椅子によれば、貫通スリットの上方と下方のパッド材と接続部とが接す
るように配置することで、座部のクッション性能を維持しつつも検出部から電子制御部に
信号を伝送するための伝送路の配置スペースをコンパクトにすることができる。
【００９２】
　（２）上記の（１）に記載の椅子において、前記貫通スリットは、前記座部の前後方向
中央部よりも前方に形成されると好適である。
　（２）に記載の椅子によれば、貫通スリットを着座者からの荷重が入力されにくい位置
に形成することで、着座感を損なうことを抑制できる。
【００９３】
　（３）上記の（１）又は（２）に記載の椅子において、
　複数の前記検出部と、
　前記複数の前記検出部に接続される複数の前記第１伝送路と、を備え、
　前記接続部は、前記複数の前記第１伝送路とそれぞれ接続し、前記貫通スリットに沿っ
た平面上に配置される複数の伝送路を有すると好適である。
　（３）に記載の椅子によれば、接続部を薄く構成することで、検出部から電子制御部に
信号を伝送するための伝送路の配置スペースの厚みをコンパクトにすることができる。
【００９４】
　なお、図３に示すガイド孔４２は、上記の貫通スリットの一例に相当する。すなわち、
図３に示す椅子Ｓは、上記の（１）に係る椅子の一例に相当するものである。
【００９５】
　以上説明した本実施形態に係る椅子Ｓ（及びアームレスト付椅子Ｓａ）によれば、振動
モータ１３を制御するＥＣＵ１２を保持部材１１により保護することができる。また、Ｅ
ＣＵ１２を椅子本体Ｂに取り付けるためのＥＣＵ取付部１１Ｂをカバー本体１１Ａと一体
化したことにより、保持部材１１の構成部品点数を削減できる。これにより、メインユニ
ット１０を小型、軽量化できる。
【００９６】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、ＥＣＵ１２を椅子本体Ｂと凹部１７との間に
保持することで、ＥＣＵ１２を外部の衝撃から保護できる。
【００９７】
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　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、覚醒機器Ｄを乾電池２３により動作させるこ
とができる。これにより、椅子Ｓの設置自由度を向上できる。
【００９８】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、ＥＣＵ取付部１１Ｂに取り付けられるＥＣＵ
１２と、凹部１７が離間していることにより、ＥＣＵ１２の放熱性を高めることができる
。
【００９９】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、ＥＣＵ１２を取り付ける第１取付部１１Ｂａ
と第２取付部１１Ｂｂが、ＥＣＵ１２の対角に配されることで、ＥＣＵ１２の取り付けを
安定させることができる。
【０１００】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、凹部１７のうち椅子本体Ｂと対向する面に貫
通孔１７Ａを形成したことで、ＥＣＵ１２の放熱性を高めることができる。また、貫通孔
１７Ａからメインユニット１０の内部を確認することができる。
【０１０１】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、振動モータカバー部材１４の椅子本体Ｂ側の
端部が、ＥＣＵ１２に比べて、椅子本体Ｂ側に近いことで、椅子本体Ｂ側からの衝撃を振
動モータカバー部材１４が受けることにより、ＥＣＵ１２を保護できる。
【０１０２】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、保持部材１１の保持部材取付部１１Ｃと、カ
バー本体１１Ａとを連結するリブ１６を設けたことで、保持部材１１の剛性を向上させる
ことができる。
【０１０３】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、リブ１６の表面を延出させた平面と、振動モ
ータ１３の少なくとも一部が重なるように配置したことで、振動モータ１３からの振動を
、リブ１６を介して椅子本体Ｂに効率良く伝達することができる。
【０１０４】
　また、本実施形態に係る椅子Ｓによれば、ＥＣＵ１２は、無線通信端末２と無線通信を
行う無線通信部１２Ａを有することで、無線通信機能を備えるＥＣＵ１２を椅子本体Ｂに
取り付けるための保持部材１１の構成部品点数を削減することができる。
【符号の説明】
【０１０５】
　Ｓ　椅子
　　Ｓ１　座部
　　Ｓ２　背もたれ部
　　Ｓ３　支柱
　　Ｓ４　脚部
　　Ｓ５　キャスター
　Ｓａ　アームレスト付椅子
　　Ｓ６　アームレスト
　Ｂ　椅子本体
　Ｄ　覚醒機器
　２　無線通信端末
　１０　メインユニット
　１１　保持部材
　　１１Ａ　カバー本体
　　１１Ｂ　ＥＣＵ取付部
　　　１１Ｂａ　第１取付部
　　　１１Ｂｂ　第２取付部
　　１１Ｃ　保持部材取付部
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　　１１Ｄ　振動モータ取付部
　１２　ＥＣＵ（電子制御部）
　　１２Ａ　無線通信部
　　１２Ｂ　ネジ挿通孔
　　１２Ｃ　支持部挿通孔
　１３　振動モータ
　１４　振動モータカバー部材
　１５　通し孔
　１６　リブ
　１７　凹部
　　１７Ａ　貫通孔
　１８　固定ネジ
　１９　ＥＣＵ支持部
　２０　電池端部プレート
　２１　電池カバー
　２２　リブ
　２３　乾電池
　３０　生体センサ
　３０Ａ　生体センサ
　３１　ハーネス
　４０　樹脂プレート
　４１　パッド部
　４２　ガイド孔
　４３　抜き孔
　５０　固定ネジ
　５１　第１伝送路
　５２　第２伝送路
　５３　接続部
　　５３Ａ　伝送路
　５４　パッド材
　５５　検出部
　５６　貫通スリット
　　５６Ａ　上端部
　　５６Ｂ　下端部
　５７　前後方向中央部
　５８　フレーム部材
　５９Ａ　表皮材
　５９Ｂ　樹脂フレーム
　６０　アームレスト取付部
　６１　メインユニット
　６２　振動付与装置
　６３　モータ
　６４　回転子
　７０　ＥＣＵ
　７１　ターミナル端子
　７２　バッテリ
　８０　保持器
　８０ａ　側壁
　８１　ボス
　８２　モータ保持部
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　８３　押さえ板

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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